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※３年太枠内が本研究の題材

○エネルギー変換の技術と社会の発展
エネルギー変換の技術との向き合い方を考える

C（３）
アイ

３年理科「科
学技術と人
間」

B（１）
アイ

○生活や社会を支える生物育成の技術
（１）生物の成長などの原理・法則と基礎的な技術の
仕組み

２年理科「電
流とその利
用」
３年理科「運
動とエネル
ギー」

３年理科「電気
の通り道」
４年理科「電気
の働き」
６年理科「電気
の利用」

２年生活「植物
の育成」
５年理科「植物
の発芽，成長，
結実」
５年社会「日本
の農業や水産
業」

高「情報」
小学校5年生
「社会」情報産
業

３年理科「電気
の通り道」
４年理科「電気
の働き」
６年理科「電気
の利用」
におけるものづ
くりの体験

A（３）
アイ

○材料と加工の技術と社会の発展
材料と加工の技術との向き合い方を考える

１年理科「植
物の体のつく
りと働き」２年
理科「動物の
体のつくりと
働き」

○社会を支える情報の技術
（１）情報の原理・法則を知り，ディジタル化や処理の
自動化について学習する
（２）情報セキュリティ等に関わる基礎的な技術の仕
組みや情報モラルの必要性について理解する

○生活や社会を支える材料と加工の技術
（１）材料や加工の特性などの原理・法則と基礎的な
技術の仕組み
（２）設計の役割，問題発見と課題立て，設計を図に
表す方法

○身の回りの問題を解決するための製品の製作
（１）条件（製作時間・使用工具・設計）を最初に踏ま
え「作業工程表」をつくらせた上で　①材料取り　②
部品加工　③組み立て　④仕上げを行う
（２）出来上がった製品の振り返りのため，設計図と
の比較を行う

C（２）
アイ

C（１）
アイ

D（１）
アイ

D（２）
アイ

○ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツ
のプログラミング
（１）情報通信ネットワークの構成，安全に情報を利
用するための仕組み
（２）問題の発見，課題を設定し，ネットワークを利用
した双方向性のあるコンテンツのプログラミングを行
う

B（２）
アイ

B（３）
アイ

○生物育成の技術の基礎学習と栽培実習
（１）生物育成の基礎知識について学習する
（２）栽培計画を立て，養液栽培(リーフレタス)実習を
行う
（３）収穫後，養液栽培と土壌栽培を比較しながらふ
り返りを行う

○生物育成の技術と社会の発展
生物育成の技術との向き合い方を考える

○生活や社会を支える材料と加工の技術
（１）エネルギー変換の方法や伝達の仕組み
（２）機器の基本的な仕組み
（３）保守点検
（４）安全な利用法の学習を行う

○LED照明の製作実習
（１）社会や環境へ与える影響を踏まえ，設計を行う
（２）条件（製作時間・使用工具・設計）を踏まえ「作業
工程表」をつくり①材料取り　②部品加工・回路の製
作　③組み立て　④仕上げ　を行う
(3)課題を設定し，電気回路や力学的な機構などを工
夫した設計を行う

令和２年度技術・家庭科（技術分野）３年間を見通した指導計画

　　　　　　　　　　　【関】関心・意欲・態度　【工】工夫・創造　【技】技能　【知】知識・理解 一部抜粋

図工
ものづくりなど
で使う道具や工
具の使用経験

１年理科「身
の回りの物
質」
１年数学「空
間図形の見
取り図，展開
図や投影図」

４年理科「金
属，水，空気と
温度」
４，５年算数「立
方体や直方体，
円柱や角柱の
見取り図や展

A（１）
アイ

A（２）
アイ

順次・反復・分岐などの基本的な情
報処理の手順についての知識・技能
を身につけている。【知】（Ⅰ）

利用者や社会への影響などを考え，
プログラムを作成しようとしている。
【関】（Ⅲ）
情報処理の手順をプログラムに表現
するための知識・技能を身につけて
いる。【技】（Ⅰ）

安全・適切なプログラムの制作，動
作の確認及びデバッグができる。技
（Ⅰ）
計測・制御の目的や条件に基づいて
プログラムを作成することができる。
【工】（Ⅱ）

身の回りの計測・制御システムにつ
いての知識を身につけている。知
使用目的・使用条件にあったプログ
ラムを工夫して作成することができ
る。【工】（Ⅱ）

○社会の中の問題を解決するマイシステムを生み出
そう
・解決する問題を考え，どんなシステムをつくって解
決するのか考える

○構想したシステムを製作・制作しよう
・社会の中から問題を発見して，自動化することで解
決する「マイシステム」のモデルの製作・制作を行う。

○考えたシステムの構想を具体化しよう
・自分が解決する問題を決め，製作・制作するマイシ
ステムを構想し，具体化する

○マイシステムを提案しよう
・マイシステムの製作・制作を振り返り，修正点や課
題を明らかにする
マイシステムの提案を行い，技術開発で大事なこと
をまとめる

道徳
「主として他
の人との関
わりにかんす
ること(情報モ
ラル)」

○技術との向き合い方を考えよう
・これまでの技術の学習を振り返り，これからの技術
の活用の仕方について考え，自分なりの技術観をま
とめる

小学校各教科
等「プログラミン
グ」
高「情報」

３，４年「書くこ
と(ローマ字)」

５，６年「書くこ
と(引用，表，グ
ラフ)」

小学校5年生
「社会」情報産
業

よりよい生活や持続可能な社会の構
築に向けて，適切かつ誠実に情報の
技術を工夫し創造しようとしている。
【関】（Ⅲ）
よりよい生活や持続可能な社会の構
築に向けて，情報の技術を評価し，
新たな発想に基づき改良や応用の
仕方を提言できる。【工】（Ⅱ）

○micro:bitを使って課題を解決してみよう
・温度を測定して表示するプログラムの作成を通し
て，計測・制御システムの基本を学習する

計測・制御システムの基本的な構成
や計測・制御システムの情報の流れ
についての知識を身につけている。
【知】（Ⅰ）
センサの種類と用途を理解し，計測・
制御システムが広く利用されている
ことについての知識を身につけてい
る。【知】（Ⅰ）

D（４）
アイ

D（３）
アイ
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